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                         2022 年 12月 26日 

学校の教育目標 みとめあい まなびあい たくましく活動する 明郷の子 

～ 進んでつながる子 進んで話し合い発表する子 進んでやりぬく子 ～ 

                                     東門南の蘭の一 

☆全校道徳 ～人権週間のなかで～ 

 国際連合では、世界人権宣言の採択日である 12 月 10 日を「人権デー」と定め、日本では、この「人

権デー」を最終日とする 1 週間（12 月 4 日～12 月 10 日）を「人権週間」としています。 

 本校でも、この周辺の時期（11 月終わりごろから 12 月初め）を人権週間として、意図的に様々な活

動を取り入れています。今年度は 11 月 27 日に地域と一緒に行った「親子清掃（花壇、すのこ）」、11

月 29 日教育公開（学校運営協議会、幼保連携の授業参観）、12 月 1 日全校道徳、12 月 5 日いじめを

見逃さない日、12 月 7 日「なかよし祭り」など、地域の方や子どもたち同士がかかわり合ったり、人

権について考える時間をもったりする取組を重点的に行いました。 

〇全校道徳「み～つけた」 
 普段の道徳の時間は、学年の発達段階などに合わせて、各学級で資料に基づいて、道徳的な価値に気
づけるようにしたり、自分の行動を振り返ったりする授業を行います。今回は、全校道徳として全校が

が同じ資料（DVD）を見て考える時間でした。 

 資料あらすじ：思ったことをうまく表現できない内向的な主人公真樹は、飼育委員会の委員長決めで面白半分

に飼育委員長に祭り上げられる。転校したての俊平が副委員長を押し付けられる。クラスのみんなは、何かと口

実を作って飼育当番をさぼる。何も言わずに黙々とウサギの世話をする真樹を見て「どうして何も言わないのか」

と不思議に思う俊平。ところがある日、ウサギが 1 匹死んでしまい、真樹と俊平はみんなから責められることに

なる。真樹は責任を感じて、熱心にウサギの世話をする。「自分が守らなければ」と決意する真樹。そんな中、赤

ちゃんウサギを抱こうとしたクラスの子を厳しく制した真樹は、誤解されさらにつまはじきにされてしまう・・・・ 

 
 この話をとおして、子どもたちは何を考え、どんなことに気づいたのでしょうか。 

 気持ちが変わった真樹のことを話す子、俊平の立場で話す子、真樹に対して冷たくするクラスメート

について考える子など、様々な立場でこの問題を考えることができました。 

 5 日の「いじめを見逃さない日」では、それぞれの感想を交流しました。一部抜粋して紹介します。 
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お正月に向けて玄関に 

ダメなことに気づいたら「みんなでやろうよ」と

誘ったり、先生に言ったりしたいと思いました。  

    （1年） 

俊平さんがやさしいと思いました。真樹さんが

教室で困っている顔をしているとき、俊平さんが

「一緒にやろうか」と優しく言えたのですごいと

思いました。           （2年） 

真樹さんが前と変わったところは、言いたいこ

とをはっきりと言って、少し明るくなったなと思

います。・・・今までさぼっていた子が、大変な仕

事を真樹さん一人で全部やっていたことを知っ

て、みんなが世話をして、真樹さんがとても助か

ると思います。           （３年） 

嫌なことを人に押し付けるのはよくないなと思い

ました。・・・ウサギ小屋の掃除を真樹さんだけに

まかしている。それなのに、何かあったときに真樹

さんだけを責めるのはいじめだと思います。 

（4年） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ご家族一緒に楽しい冬休み 
年末年始は、大掃除や外出などあわた 

だしい時期でもあります。しかし、家族 

で一緒に過ごすことのできる貴重な時間 

であるとも思います。 

令和 4 年度家庭教育啓発市民運動「決 

めて、守ろう！『我が家のルール』」の作 

品募集において、5 年本田奏一郎さんの作 

品が「佳作」に選ばれました。心がほっこ 

り温かくなる内容でしたので、紹介したい 

と思います。 

 ぜひ、こんな家族の素敵な時間を、この 

冬休みに作ってみてはいかがでしょうか。 

   

     の学校行事 

月 火 水 木 金 土 日 
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９ 成人の日 
 
冬季休業日 

10 学級 
全校集会 
 
 

11 めあて 
委員会 
 
 

12 いじめを見逃さない日 
 
 

13  学級 
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16 学級 
 

17 読書 
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命を守る訓練 
クラブ 
 

19 なかよし 
二分の一成人式 
  4 年 ⑤⑥ 

20 学級 
 

21 
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23 学級 
 

24 読書 
（読み聞かせ） 
 

25 学級 
委員会 

26 学級 27 学級 
 
 
 

28 
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30 にこにこアンケート 
 

31  よいことみつけ 
 

2/1 めあて 
委員会 

２ なかよし 
入学説明会 
  

３ いじめを見逃さない日 
いじめアンケート配付 

４ 
PTA 常任
委員会 
 

５ 

※訂正と謝罪 

 前回のお便りで、けやき祭りで、子どもたちが 300 円のこども銀行券を PTA から配付されたと書き

ましたが、PTA ではなくまちづくり協議会から配付していただいたものでした。訂正してお詫びします。 

よみよみ    5年  

ぼくの家では、毎晩ねる前に、「よみよみ」

といっておかあさんが読み聞かせをしてくれ

ます。ぼくたちが本を選んで、家族みんなと

一緒に聞いて楽しみます。 

みんなが感想を言い合ったり、笑いあったり

できるすてきな時間です。そして、笑顔で一日

を終えることができます。 

「よみよみ」の時間があることで、みんなの

気持ちが一つになって、いつも家族みんなが仲

良くいられるのだと思います。 

一人一人ちゃんといいところをもっていて、そ

れはうらですごく努力してできたものだと思いま

す。真樹さんのようなあまり目立たない子でも、

自分は「どうせいてもいなくてもいみがない」と

思い込んでいても、周りの人はちゃんと見ている

から・・・私は相手のよいところ、本当のやさし

さをたくさん見つけたいと思いました。（5年） 

なんで題名が「み～つけた」なんでしょう。・・

人の話を聞くことや自分が思ったことを話す大切

さを見つけたんだと思います。・・私は自分も思っ

たことを飲み込まず、ちゃんと言葉にして相手に

伝え人の話を最後まで聞くことを心がけていき、

悲しい思いをする人をなくしていきたいです。 

（6年） 


